
　　　　　　　　　

摂津市議会

議会運営委員会記録

平成２４年１２月４日

摂 津 市 議 会



議 会 運 営 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２４年１２月４日（火）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１０時３７分　閉会

１．場所

第一委員会室

１．出席委員

委 員 長 森西　　正 副委員長 村上英明  委　　員 大澤千恵子

委　　員 上村高義  委　　員 山崎雅数  委　　員 嶋野浩一朗

委　　員 原田　平 

議　　長 木村勝彦  副 議 長 南野直司 

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

副市長　小野吉孝 総務部長　有山　泉　　

１．出席した議会事務局職員

事務局長　寺本敏彦　　同局局次長　藤井智哉　　同局総括参与　野杁雄三

同局総括主査　湯原正治　　同局書記　寺前和恵　　同局書記　田村信也

１．案件

・平成２４年第４回定例会審議日程及び議事日程について

・認定第１号　平成２３年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分

・摂津市議会政務調査費の交付に関する条例等の一部改正について
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（午前１０時　開会）

○森西正委員長　ただいまから議会運営

委員会を開会します。

　まず、理事者から挨拶を受けることに

します。

　副市長。

○小野副市長　おはようございます。

　議会運営委員会を開催いただきまして

ありがとうございます。

　来る１２月６日から開催予定の第４回

定例会におきまして、報告案件１件、予

算案件６件、条例案件５件、人事案件１

件、その他案件１件の計１４件の議案案

件を予定いたしております。案件につき

ましては総務部長より説明させますので、

よろしくお願い申し上げます。

○森西正委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は大澤委員

を指名します。

　それでは、第４回定例会の提出議案に

ついて概略説明をお願いします。

　総務部長。

○有山総務部長　それでは、平成２４年

第４回摂津市議会定例会提出案件の概略

説明をさせていただきます。

　まず、報告第１０号は平成２４年度摂

津市一般会計補正予算第３号専決処分報

告の件であります。衆議院が平成２４年

１１月１６日に解散したことに伴い、衆

議院議員総選挙事務事業に係る経費を補

正予算として１１月１６日に専決処分し

たので報告をするものです。

　主な内容は、歳入では国庫支出金で、

衆議院議員総選挙委託金３，７２４万３，

０００円を計上し、歳出では衆議院議員

総選挙事務を執行するものです。

　議案第５４号から議案第５９号までは

各会計の補正予算でございます。

　まず、議案第５４号、平成２４年度摂

津市一般会計補正予算第４号でございま

すが、既定の予算額に補正額４，７８９

万７，０００円を減額し、補正後予算額

を３３５億３，１３３万５，０００円と

するものでございます。

　主な内容は、歳入では府支出金で大阪

府安心こども基金特別対策事業補助金な

ど５，０５３万８，０００円を増額し、

市債で民間保育所施設整備補助事業債３，

３５０万円を減額しております。その他

の歳入としましては分担金及び負担金、

国庫支出金、諸収入を計上しております。

　また、繰入金の財政調整基金で補正財

源の調整を行っております。

　歳出の主なものは人件費で、採用と退

職の差、会計間異動に伴う金額を補正減

額いたすもののほか、国民健康保険特別

会計繰出金、公共下水道特別会計繰出金、

介護保険特別会計繰出金などの減額補正

のほか、被災地への義援金、市たばこ税

大阪府交付金の追加交付や法定予防接種

委託料など、緊急を要する事業の補正を

行うものです。民間保育所施設整備補助

事業で繰越明許の設定をさせていただい

ております。

　また、長期継続契約を予定いたしてお

ります建物等総合管理事業、電気保安業

務委託事業、健康管理システム事業、受

電設備点検委託事業、交通指導業務委託

事業の債務負担行為の補正を追加してお

ります。

　また、民間保育所施設整備補助事業で、

地方債の補正で限度額の変更をさせてい

ただいております。

　議案第５５号、平成２４年度摂津市水

道事業会計補正予算第１号でございます

が、収益的支出において規定の予算額に

８９５万６，０００円を減額し、補正後

額２０億５２７万１，０００円といたす

ものであります。

　また、資本的支出９，０００円を増額
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し、補正後額７億８，３０２万７，００

０円とするものです。その内容は人件費

で退職のあったこと、会計間異動に伴う

金額を補正いたしております。

　議案第５６号、平成２４年度摂津市国

民健康保険特別会計補正予算第３号でご

ざいますが、既定の予算額に２３８万５，

０００円を増額し、補正後予算額を１０

９億４，２２３万４，０００円とするも

のでございます。

　主な内容は、歳入では国保財政基盤安

定化支援事業に一般会計からの繰入金の

ルール分を減額しております。歳出では

後期高齢者支援金の増額、繰上充用金の

補填金の減額などとなっております。

　また、人事異動に伴います差額、会計

間異動に伴う金額を補正いたしておりま

す。

　議案第５７号、平成２４年度摂津市公

共下水道事業特別会計補正予算第１号で

ございますが、既定の予算額に９６９万

２，０００円を減額し、補正後予算額を

５６億７，７１８万４，０００円とする

ものでございます。

　主な内容は、歳入では一般会計からの

繰入金を、歳出では人事異動に伴います

差額、会計間異動に伴う金額をそれぞれ

補正減額いたしております。

　議案第５８号、平成２４年度摂津市介

護保険特別会計補正予算第２号でござい

ますが、既定の予算額に５０６万８，０

００円を減額し、補正後予算額を４１億

９，４１８万円とするものでございます。

　主な内容は、歳入では一般会計からの

繰入金を、歳出では人事異動に伴います

差額、会計間異動等に伴う金額をそれぞ

れ補正減額いたしております。

　議案第５９号、平成２４年度摂津市後

期高齢者医療特別会計補正予算第１号で

ございますが、既定の予算額に補正額４

万２，０００円を追加し、補正後予算額

を７億４，９０４万６，０００円とする

ものでございます。

　主な内容は、歳入では一般会計繰入金

を増額しております。歳出では後期高齢

者医療広域連合納付金の増額補正をいた

しております。

　次に、議案第６０号、固定資産評価審

査委員会委員の選任について同意を求め

る件でございますが、平成２４年１２月

１９日付で任期満了となります石田洋子

氏にかわり、岩田敏江氏を委員に任命い

たしたく、地方税法４２３条第３項の規

定により、議会の同意を求めるものです。

　議案第６１号、淀川右岸水防事務組合

規約の一部を変更する規約制定の件でご

ざいますが、津波防災地域づくりに関す

る法律の施行に伴う関係法令の整備に関

する法律の施行に伴い、水防法の一部が

改正され、洪水または高潮に加え、津波

に際しても安全を保持することとされた

ので、既定の整備を図るとともに、文言

の整備を行います。

　また、規約別表第１、水防区域表の表

記を現在の住居表示の呼称に変更するも

のです。

　議案第６２号、摂津市税条例の一部を

改正する条例制定の件でございますが、

地方税法等の一部を改正する法律の施行

に伴い、摂津市税条例の一部を改正する

ものでございます。

　その主な内容でございますが、肉用牛

の売却による事業所得に係る市民税の課

税特例の見直しと適用期限の延長に伴う

条文の修正でございます。

　次に、退職所得の分離課税に係る所得

割の控除措置廃止を行うものです。平成

２５年１月１日から施行いたします。

　議案第６３号、摂津市営住宅条例の一

部を改正する条例制定の件ですが、第一
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次地域主権一括法による公営住宅法の改

正に伴い、市営住宅の整備基準を定める

ため所要の改正を行うものです。

　国土交通省令で定めていた公営住宅整

備基準を摂津市営住宅条例に規定するも

ので、平成２５年４月１日から施行いた

します。

　議案第６４号、摂津市廃棄物の減量、

再生利用及び適正処理に関する条例の一

部を改正する条例制定の件ですが、廃棄

物の処理及び清掃に関する法律の改正に

伴い、一般廃棄物処理施設に置く技術管

理者の資格を定めるため、所要の改正を

行うもので、平成２５年４月１日から施

行いたします。

　議案第６５号、摂津市下水道条例の一

部を改正する条例制定の件ですが、第二

次地域主権一括法による下水道法の改正

に伴い、公共下水道の技術上の構造の参

酌基準を定める所要の改正を行うもので、

下水道法施行令で定めていた公共下水道

の技術上の構造の参酌基準を摂津市下水

道条例に規定するもので、平成２５年４

月１日から施行いたします。

　議案第６６号、摂津市消防団条例の一

部を改正する条例制定の件ですが、消防

団の退団者を機能別団員として任用する

機能別ＯＢ団員制度を導入するに当たり、

機能別団員の条例定数の改正を行うもの

で、平成２５年４月１日から施行いたし

ます。

　以上、平成２４年第４回摂津市議会定

例会提出案件の概略説明とさせていただ

きます。

○森西正委員長　説明が終わりました。

　この際、何か質問があればお受けしま

す。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　質問がないようですの

で、理事者の皆さんは退席いただいて結

構です。

　暫時休憩します。

（午前１０時１１分　休憩）

（午前１０時１２分　再開）

○森西正委員長　再開します。

　それでは、認定第１号、平成２３年度

摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件、

所管分について審査を行います。

　補足説明を求めます。

　藤井局次長

○藤井事務局次長　おはようございます。

　それでは、平成２３年度の摂津市一般

会計歳入歳出決算の内、議会費に係りま

す部分について決算書に基づきまして説

明をさせていただきます。

　なお、決算概要の４４ページから４５

ページに議会事務局の予算執行状況を掲

載しております。

　まず、歳入につきましてですが、一般

会計歳入歳出決算の６０ページの款１９、

諸収入、項４、雑入、目２、雑入は議会

事務局分として私用電話使用料と各会派

等の電子複写機使用料でございます。

　次に、歳出につきましては６８ページ

から７１ページの議会費で、予算現額３

億８，５８３万６，０００円に対しまし

て、支出済み額は３億８，０４０万６，

１９１円で、執行率は９８．６％となっ

ております。その内、主なものといたし

まして、議員報酬、期末手当、共済関係

の負担金、それ以外に議会運営に伴いま

しての会議録や委員会記録、議会だより

の作成に要する経費、議長会関係の旅費、

また全国市議会議長会、近畿市議会議長

会等の負担金及び会派に交付されており

ます政務調査費、あとは議長公務にかか

わります経費や議会事務に関する経費を

執行したものでございます。その中で６

８ページの款１、議会費、項１、議会費、

目１、議会費、節４、共済費の内、議員
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共済給付費負担金は地方議会議員年金制

度が平成２３年６月１日をもって廃止さ

れたことに伴う総務省から示された算定

方法に基づく負担金でございます。これ

までの給付費負担金は本市の場合、標準

報酬月額を５４万円と定められ、この標

準報酬月額に１６．５％の公的負担金を

掛け、１年分として１２と議員定数の２

２を掛け合わせて算出しておりましたが、

この公的負担金率が１６．５％から８８．

５％に変更増額されたものであります。

　その下、議員共済事務費負担金は市議

会議員共済会に支払う負担金で、議員１

人当たり年額１万３，０００円の議員数

２２人分でございます。

　節８、報償費は平成２３年６月２７日

から３日間、バンダバーグ市訪問団の来

摂に伴う記念品代でございます。

　節９、旅費は主に全国市議会議長会総

会及び全国高速自動車道市議会協議会定

期総会における議長並びに随行職員の旅

費と北摂市議会議長会管外視察における

議長、副議長並びに随行職員の旅費、そ

して平成２３年度は北摂市議会議長会管

外視察の当番市を務めたことに伴う担当

職員の２名の旅費等でございます。

　節１１、需用費における印刷製本費は

年４回の議会だよりの発行に係る経費で

ございます。修繕料は３０１会議室のワ

イヤレスマイク２本の修理にかかった費

用でございます。

　節１２、役務費、通信運搬費は議会事

務局の所有します携帯電話通話料で、手

数料は主に正副議長室のセンタークロス

等のクリーニング代等でございます。

　また、筆耕翻訳料は本会議での速記、

そして各委員会、協議会等における音声

反訳料でございます。

　その下、節１３、委託料、データ更新

委託料は市議会ホームページや庁内ＬＡ

Ｎから閲覧できます定例会や各委員会の

会議録検索システムのデータ更新に係る

ものでございます。

　また、職員派遣委託料は正副議長の秘

書業務の派遣職員２名にかかわるもので

ございます。

　節１４、使用料及び賃借料で、有料道

路通行料等は議長の大阪市内での行事参

加中における議長車の駐車場使用料でご

ざいます。電子複写機レンタル料は議会

事務局内コピー機でございます。パソコ

ン借上料は議会だより発行等で使用して

おりますＯＡ機器一式の借り上げ期間５

年の２年目に当たるものでございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金の内、

政務調査費は１会派に係る第１四半期の

執行分でございます。

　以上、決算内容の説明とさせていただ

きます。

○森西正委員長　説明が終わり、質疑に

入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　質疑なしと認め、質疑

を終わります。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　討論なしと認め、採決

します。認定第１号所管分について認定

することに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○森西正委員長　全員賛成。よって本件

は認定すべきものと決定しました。

　暫時休憩します。

（午前１０時１８分　休憩）

（午前１０時２１分　再開）

○森西正委員長　議会運営委員会を再開

します。

　それでは、第４回定例会の審議日程及

び議事日程について事務局から説明をお

願いします。
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　湯原総括主査。

○湯原事務局総括主査　それでは、第４

回定例会の審議日程等の事務局案につい

てご説明申し上げます。

　まず、会期は１２月６日から１２月２

１日までの１６日間でございます。

　審議日程につきましては、本会議初日

の１２月６日は閉会中の継続審査となっ

ていました案件の委員長報告、採決、そ

して付託案件についての提案理由の説明、

質疑、委員会付託並びに即決案件の審議

でございます。

　また、この日の午後５時１５分が議会

議案の届出締切でございます。

　１２月７日が建設及び民生常任委員会、

１１日が総務及び文教常任委員会でござ

います。

　また、１１日の正午が一般質問の届出

締切でございます。

　１８日が議会運営委員会、２０日は本

会議で一般質問、２１日の本会議では一

般質問に続き、休会分の委員長報告、採

決の後、議会議案の審議となっておりま

す。

　また、この日の本会議終了後、開催い

ただく議会運営委員会は次の定例会の審

議日程の仮決定をお願いするものでござ

います。

　以上が審議日程案でございます。

　続きまして、２ページからの議事日程

についてご説明申し上げます。

　まず、１２月６日につきましては、日

程１が会期の決定。

　日程２は、議案第６０号、固定資産評

価審査委員会委員の選任について同意を

求める件でございます。先ほどの協議会

での態度表明に基づき、備考欄に簡易採

決と記載いたします。

　日程３は、認定第１号から認定第８号

までで、委員長報告を受けた後、討論、

採決でございます。この８件を採決グルー

プごとにまとめるように順序を並びかえ

て備考欄に一括起立採決あるいは一括簡

易採決と記載いたします。先ほどの協議

会での態度表明に基づき整理しますと、

認定第１号、認定第３号、認定第７号及

び認定第８号は一括起立採決、認定第２

号、認定第４号、認定第５号及び認定第

６号は一括簡易採決となります。

　日程４は、議案第５４号など１２件で、

提案理由の説明を受けた後、所管の委員

会に付託となります。

　日程５は、報告第１０号、平成２４年

度摂津市一般会計補正予算第３号専決処

分報告の件で即決でございます。

　１２月２０日は、一般質問でございま

す。

　２１日につきましては、日程１、一般

質問の後、日程２が議案第５４号など、

委員会付託案件の１２件で、委員長報告、

採決となります。

　以上が議事日程でございます。

　次のページ、議案付託表でございます

が、各常任委員会で審査をお願いする案

件でございます。

　次の議案第５４号の所管別分割表は平

成２４年度一般会計補正予算第４号につ

いて付託された委員会で審査いただく内

容でございます。

　以上、事務局案の説明といたします。

○森西正委員長　ただいま事務局から説

明がありましたとおりでよろしいでしょ

うか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　異議がないようですの

で、それではそのように決定をいたしま

す。

　暫時休憩します。

（午前１０時２４分　休憩）

（午前１０時２５分　再開）
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○森西正委員長　再開します。

　摂津市議会政務調査費の交付に関する

条例等の一部改正についてです。

　本件につきましては、本年８月に改正

されました地方自治法の一部改正に伴う

例規の整備ということで、去る１０月１

８日開催の本委員会で地方自治法の一部

改正の概要について説明がありました。

その際、地方自治法の一部改正の施行日

が２段階に分かれておりましたので、既

に施行されている部分については先の第

３回定例会で例規整備を行いましたが、

施行日が定まっていない部分については

施行日が明らかになった時点で整備を進

めていくこととなっておりました。その

施行分については政令で定めることとなっ

ており、まだ正式には政令は出されてお

りませんが、平成２５年３月１日から施

行予定との情報提供が全国市議会議長会

よりありましたので、その施行予定日に

向けて例規の整備を進めていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいた

します。

　それでは、事務局から説明をお願いし

ます。

　湯原総括主査。

○湯原事務局総括主査　それでは、ご説

明させていただきます。

　まず資料の確認をさせていただきます。

ただいま配付いたしました資料でござい

ますが、資料１が摂津市議会委員会条例

の新旧対照表、資料２が摂津市議会会議

規則の新旧対照表、資料３が政務調査費

と政務活動費の対象経費のイメージ図、

資料４が摂津市議会政務調査費の交付に

関する条例及び、次のページに規則を添

付いたしております。資料５が地方自治

法の一部改正に伴う市議会関係例規の整

備イメージ、それと事前に配付させてい

ただいております全国市議会議長会から

示されました政務活動費の交付に関する

参考条例等検討会報告書でございます。

　それでは、ご説明させていただきます。

　今後、地方自治法の一部改正に伴いま

して３つの例規を整備いたしたいと考え

ております。

　まず、お手元に配付しました資料１、

委員会条例新旧対照表をごらんいただき

たいと存じます。

　地方自治法の一部改正が行われまして、

委員会に関する規定を簡素化し、委員の

選任方法、在任期間等について法律に定

めていた事項を条例に委任することとな

りました。そのため、地方自治法で規定

されておりました委員の選任方法や在任

期間に関する規定が地方自治法から削ら

れますので、この部分を中心に条例を整

備いたしたいと考えております。

　次に、資料２、会議規則新旧対照表を

ごらんください。

　改正内容といたしましては、引用条項

のずれに伴う整備をいたしたいと考えて

おります。

　次に、政務調査費にかかわる内容につ

きましてご説明申し上げます。

　事前に配付いたしました資料、政務活

動費の交付に関する参考条例等検討会報

告書をごらんいただきたいと思います。

　その報告書の主な内容についてご説明

申し上げます。

　まず、この全国市議会議長会からの報

告書の１ページをごらんいただきたいと

思います。

　まず、１番ですけども、政務活動費制

定の経緯の最後の段落に改正内容が記載

されております。内容は、政務調査費の

名称を政務活動費に、交付の目的を議会

の議員の調査研究その他の活動に資する

ために改め、政務活動費を充てることが

できる経費の範囲について条例で定めな
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ければならないものとされたこと、議長

は政務活動費についてはその使途の透明

性の確保に努めるものとされたこととなっ

ております。

　なお、１０月１８日の本委員会で配付

させていただきました総務大臣からの公

布通知において以下のコメントが付記さ

れておりましたので、あわせてご報告さ

せていただきます。

　「政務活動費を充てることができる経

費の範囲を条例で定める際には、住民の

理解が十分得られるよう配慮するととも

に政務活動費の使途の適正性を確保する

ためにその透明性を高めることなどによ

り、適切に運用されたいこと。」とのコ

メントが付記されておりました。

　１ページの真ん中から２ページにわた

りまして検討会設置の経緯、審議の経過

が記載されております。

　２ページの真ん中より下の部分、４、

検討結果の概要につきましては、検討会

で決定された政務活動費の交付に関する

参考条例について記載されております。

①　　としまして、政務活動費を充てるこ
とができる経費の範囲について説明がな

されております。

　具体的な経費区分が６ページに示され

ておりますので、ごらんいただきたいと

思います。

　６ページでございますが、新たな経費

区分として、項目の上から５番目に、要

請・陳情活動費が設けられております。

これは国会での議論において、「従来、

調査研究活動と認められていなかったい

わゆる議員としての補助金の要請あるい

は陳情活動等のための旅費、交通費につ

いても条例で対象とすることができる」

との議論を踏まえ設けたものであるとの

ことでございます。

　また、その下、会議費として、会派が

行う各種会議、団体等が開催する意見交

換会等、各種会議への参加に要する経費

が新たに設けられております。

　再度２ページをごらんいただきたいと

思います。

　２ページの下段部分ですが、政務活動

費を充てることができない活動として、

議会の議員としての活動に含まれない政

党活動、選挙活動、後援会活動、私人と

してのプライベートな活動のための経費

などは条例によって対象とすることがで

きないという国会での議論があった旨、

記載されております。

　なお、これは後ほどご確認いただきた

いと存じますが、政務調査費と政務活動

費の対象経費のイメージ図を資料の３と

して配付させていただいておりますので、

これはまた後ほどご確認いただけたらと

思います。

　報告書の３ページですが、３ページに

移りまして真ん中よりやや上の部分です

②けども、　として、透明性の確保等につ

いて記載されております。

　地方自治法の改正によりまして、政務

活動費の使途の透明性の確保が議長に求

められたこと、また衆参の総務委員会に

おいて使途の透明性の確保を求める附帯

決議が可決されたことを踏まえ、透明性

の確保に関する事項は条例に規定する事

項とはされていないが、その趣旨をより

明らかにするために必要に応じて議長が

調査等を行うことができることとしたこ

と。また透明性の具体的な措置として領

収書等の公開、ホームページにおける閲

覧情報の掲載、政務活動費による活動結

果の公表などが考えられると記載されて

おります。

　それでは、８ページをお開き願います。

　８ページでございますが、これが全国

議長会の検討会より示された参考条例で
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ございます。あわせて本日配付させてい

ただきました資料の４、現在の摂津市議

会政務調査費の交付に関する条例及び規

則もあわせてご参照願います。

　この全国議長会から示されました参考

条例と現在の摂津市議会の政務調査費の

条例の主な変更点ですが、まず条例中、

政務調査費という名称につきましては、

政務活動費と変更されております。

　また、第１条で規定しております趣旨

の中で、「市議会議員の調査研究に資す

るため必要な経費の一部」と規定されて

いた部分が、「市議会議員の調査研究そ

の他の活動に資するため必要な経費の一

部」と変更されております。

　９ページの第５条では、このたびの自

治法改正で条例で定めなければならない

とされました「政務活動費を充てること

ができる経費の範囲」について規定され

ております。現在の摂津市の政務調査費

の交付に関する条例では、第６条で規則

で定める使途基準に従って使用すると規

定しておりまして、その使途基準につい

ては規則で定めておりました。この部分

については条例で定める必要がございま

す。

　続きまして、参考条例の１０ページの

第１０条で、透明性の確保に関する規定

につきましても、このたびの自治法改正

を受けまして新たに示された内容でござ

います。

　以上、全国市議会市長会で設置されま

した検討会の報告書の内、主なものにつ

いて説明させていただきました。

　これら３つの例規の整備に向けた今後

のスケジュールでございますが、資料の

５をごらんいただきたいと存じます。

　本日配付させていただきました資料の

一番最終ページの資料の５ですが、事務

局案といたしましては、本日説明させて

いただいた内容をまず会派へ持ち帰って

いただきまして、次回の本委員会で各会

派からご意見を賜りたいと考えておりま

す。

　その後、法の施行予定日であります来

年の３月１日までには議決いただきます

ようにご協議をお願いしたいと考えてお

りますので、よろしくお願い申し上げま

す。

○森西正委員長　ただいま大まかなスケ

ジュールも含め、説明がありました。

　今後の進め方につきましては、まずは

一度、本日の内容を会派へ持ち帰ってい

ただきまして、特に政務調査費に関して

は全国議長会の検討会の報告内容を踏ま

え、本市の政務調査費の条例につきまし

て会派でご協議いただきたいと思います。

　次回、１８日の本委員会で各会派から

ご意見をいただきたいと思います。

　説明の内容や進め方について、何かご

意見はございますでしょうか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森西正委員長　ないようですので、こ

れをもちまして本委員会を閉会します。

（午前１０時３７分　閉会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　議会運営委員長　　森 西 　 正

　

　議会運営委員　　大 澤 千 恵 子
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